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『どもる子どもとの対話 ～ナラティヴ・アプローチがひきだす物語る力～』 １章図解 

 

１章 ナラティヴから読み解く、吃音の特徴と吃音問題の本質 

№１吃音とともに生きる（P28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吃音と上手につきあう 1986年吃音国際大会で公表 

具体的なプログラム 

1990年親子サマーキャンプ始める 

吃音はどもることが問題なのではなく、吃音から受ける影

響が問題だと体験を通して考えてきた。 

その影響は、病気や障害、さらにはさまざまな劣等感や生き

づらさを抱えている人に共通する普遍的な悩みだ。 

その対処には、臨床心理学、精神医学、社会心理学、哲学、

教育学、演劇など多くの分野で理論や技法が蓄積されてい

る。 

1987年大阪吃音教室で三つの柱の実践を始める 

①吃音の原因論や治療の歴史、不安や恐れへの対処など、

吃音について学ぶ 

②自分と他者を知るため、人間関係について精神医学、臨

床心理学などから学ぶ 

③話す、聴く、書く、読む、声の表現など、コミュニケーショ

ンの力を育てる 
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№2吃音の多様性と変動制（P35） 

 

一人ひとりちがう、吃音の多様性 

 

・音を繰り返す「ぼぼぼぼく」と（連発） 

・第一音が詰まる「・・・・・・、」と（ブロック、難発） 

・音の引き伸ばし「ぼ～く～」と（引き伸ばし） 

 

 

 

 

 

 ・話す場面や相手によってどもる 

 ・特定の「音」だけどもる 

 ・どもり始める年齢がさまざま（幼年から老年まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

繰り返しから、引き伸ばし、

ブロックへとどもり方が変化

することが多いが、どもり始

めからブロックの子もいる。 

三つのタイプのすべてが「どもる」ことなので、「詰まったり、

どもったり」と分けないで、「どもる」と表現してほしい。 

 

どもる人一人ひとりがちがう、吃音のどもる状態の多様性だ 

「吃音症状」は、一度改善されても元に戻ることの多い、脆

弱性のあるものだ。多様性と変動性の大きい吃音に、一律

の言語訓練はあり得ない。 

 

どもる状態、困ること、将来への思いなど、知っているのは

本人だ。 

親、ことばの教室の担当者や言語聴覚士は「無知の姿勢」

で、子ども一人ひとりと対話して教えてもらうしかない。そし

て、専門家として知り得た知識はすべて親や子どもと共有

し、対等の立場で、今後取り組む道筋を一緒に考えるのが、

多様で、変動性の大きい吃音に対する取り組みの基本的な

態度だ。 

 

どもる人が生きていくには、どもりを治そうとすることではな

く、「三つの柱」に沿った学びを重ね「吃音とともに豊かに生

きる」術を体得することなのだろう。 

私見 

どもる大人 

の場合 

どもる子ども 
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№3吃音は治っていないが、自然に変わっている（P38） 

 

 

 

 

 

 

しかし、言語訓練はしていないが、仕事を誠実にしていくなかで自然に変わっていくことがある。 

 

 変わるきっかけ 子ども ・クラス担任が替った 

   ・先生や仲間が理解してくれた 

   ・得意なことや熱中するものができた 

  成 人 ・仕事で業績を上げた 

   ・昇進などの達成感を得た 

   ・恋人ができた、結婚した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№4歌や極端にゆっくり話すなどのリズムがあれば、あまりどもらない（P40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

と言語訓練するが、ほとんどが失敗する ゆっくり、そっと、やわらかく 

 

吃音コントロール 

勇気づけるのが臨床

家や教師の役割だ。 

背中をポンと押して

あげる。 

吃 音 

 
向き合い 

悩む 

「悩む力」 

のある人 

「よく生きる」力に変わる

可能性を秘めている 

歌やお経、講談などリズムが

あるとどもらない 

どもらないようにするためのゆっくりした話し方は、

どもらないけれども、とても不自然だ。 

https://www.silhouette-ac.com/detail.html?id=154788&ct=&n=&sw=%E6%A5%BD%E8%AD%9C
https://www.silhouette-ac.com/detail.html?id=154788&ct=&n=&sw=%E6%A5%BD%E8%AD%9C
https://www.silhouette-ac.com/detail.html?id=154788&ct=&n=&sw=%E6%A5%BD%E8%AD%9C
https://www.silhouette-ac.com/detail.html?id=154788&ct=&n=&sw=%E6%A5%BD%E8%AD%9C
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№5言語訓練の問題点と副作用（P41） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№6どもらなくなった人びとの現実（P42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吃音改善メニュー 

（ゆっくり話す訓練） 

言語訓練 

どもる事実を認められない 

治ることばかりを考える 

吃音を否定する 

人生の旅立ちを遅らせる 

言語訓練の副作用 

どこまで軽減？ 

もう少し・・・ 

完全に治れば・・ 

言語訓練での一時的な改善を維持

し、日常生活に活かすのは難しい 

「どもりは治る」 その根拠となるのは、 

吃音を改善するための訓練ではな

く、それぞれの仕事をまっとうする

なかで変わった。 

あまりどもらなくなった 

どもる人の話しことばは、生活や人生をかけて自分がつくるもの

で、他者が技術的な訓練をして教えられるものではない。 

自然に変わったので言語化できない。 

しかしその現実は 

吃音だと本人が言わないかぎり、まわ

りからは分からない人はたくさんいる。 

だから 

一見、どもらなくなった人でも、場

面や状況で突然ことばが出なくな

ったり、特定の音では、相変わら

ずことばが出ないことがある。 
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№7どもる人のことばの言い換え（P44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№8「吃音症状」の改善に焦点をあてない（P45） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大人になると 

どもらないと、

言われるが・・・ 

言い換えは工夫であり、サバイバル術だ。 

言い換えをしていない人などいない。 

言い換えを気にしないで気楽に生きよう。 

●語彙（ごい）数が

増えて、言い換えが

巧みになる。 

 

●言いやすいことば

を前につけて言う。 

ポジティブ心理学の立場が注目されている。 

レジリエンス（回復力・逆境を生き抜く力）を育てるため

に、弱点や不利な特徴に注目するのではなく、その人

や子どものもつ強みをみつけ、生かそうとする。 

欧米での 

医療モデル 

日本の 

教育モデル 

吃音症状 
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№9吃音の影響の、大きな個人差（P46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「吃音」が他の「病気や障害」と違う点 

 

①病気や障害は「障害受容」しても生活上の困難さは変わらない 

 

②どもることを認め ⇒ どもる覚悟さえあれば ⇒ できないことはほとんどない 

 

③「どもらないで電話」をすることはできないが、「どもって電話」することはできる 

 

どもる人を三つに大別する 

①あまり劣等感をもたずに生きている人 

多くの人と出会った経験から、７０％以上の人があまり悩まずに、あるいは、悩んだとしても折り合いを

つけて、さまざまな仕事に就いて自分なりの幸せな人生を送っているのではないか。 

 

 

 

②劣等感の補償＝劣等感をバネにしてとてもがんばる人 

劣等性や劣等感をもつことにあえて挑戦し、話す仕事に就く、劣等感の直接的補償をする人が少なくな

い。一方、苦手なことはそのままに、得意の分野に挑戦する人はとても多い。 

 

 

 

 

③劣等コンプレックスに陥り、人生の課題から逃げる人 

劣等感は誰にもあるが、あまりにも大きくなると、劣等コンプレックスに陥る。人生の課題である仕事、人

間関係、愛から逃げる。 

 

 

 

  

吃音 / 軽い           重い 

悩 

どもる人のすべてが悩んでいるわけではな

く、多くの人が明るく積極的に生きている。

一方、伴侶が気づかない程度でも、深く悩

んでいる場合があり、吃音の程度と、吃音

からくる影響や悩みが必ずしも比例しない。 

課題 

劣等感 

劣
等
性 
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№10どもれないのがどもる人の悩み（P49） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どもりが目立たなくなった 

よけいに「どもりたくない」 

吃音を隠すことが増え、悩

みが深まる 

「どもりたくない場」はあっても 

「絶対どもってはいけない場」

などは一切ない 

吃音を治したい 

 
どもる覚悟 

をする 

どもらないウソの人生 

生き方の選択 

どもれるようになる 
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№11再発する言語訓練ではなく、生き方を学ぶ（P51） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№12どもりが治らないことの意味（P51） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どもりが治らない 

「吃音と共に生きる」を学び「生き方」

が確立していれば、多少の困難があ

っても崩れない。 

どのような「生き方」が確立していれ

ばよいのか。 

回復する力、レジリエンスのある「生

き方」だ。 

環境・状況で大きく変化する

吃音症状 

レジリエンスがあるとは、（P66） 

「心的外傷となる可能性のあった苦難から、新しい力で生き残る能力、回復力があること」 

吃音に関連付けた７つの構成要素 

洞察 吃音の問題の影響について考え、理解する。 

独立性 吃音に支配されず、自分が人生の主人公になる。 

関係性 親密で満足のできる人間関係。人と結びつき、人を大切にする、人間への信頼。 

イニシアティヴ 問題に立ち向かい、自分を主張し、自分が生きやすい環境に変える。 

創造性 日記や絵画、音楽など自分を表現するプロセスが、新しいものを創造する。 

ユーモア 自分の欠点や弱点を他人事のように笑い飛ばし、自分の嫌な気分を開放する。 

モラル 充実したよりよい人生を送りたいという希望をもつ。 

どもりながら生きていける 

治らないものは 

改善ではなく 

どう生きるか考える/人生のテーマとなりうる 

人間的な成長・成熟を目標にするしかない 

と、基本設定されている 

だから医学も科学も必死になら

ないし、まわりも「治さなければ」

と必死にならない。 
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№13どもる人の世界大会では、どもる声が響いていた（P52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№14難しい「障害受容」（P53） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
私はどもるけれど、 

それが何か問題でも？ 

日本人よりもかなりどもる人によく出会う。 

どもりながら堂々とあいさつし、基調講演

をされた実行委員長の女性など。 

居心地のいい大会だった。 

結び付け 

惹きつける 

なめらかに話す人よりもどもりながら話す

人のほうに、より熱心に耳を傾けてくれるこ

とがよくある。 

どもる事実を認める 

吃音を受容できない 

ゼロの地点に立つ 

出発点となる 

少しずつでも話していこうと心がける生活態度 

気持ちに波があっても、それでも「どもって生き

る」道筋に立ち続ける。 
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№15どもり、吃音、「吃音症」（P54） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№16対話で生まれる理解（P55） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが今後話してい

く相手は、常に理解してくれ

る他者とは限らない。 

ことばとしての「どもり」が 

 
部落差別が社会問題

となったとき 

「どもる」が「つまる」「つっかえる」

と表現され、ますます「どもり」「ど

もる」が消されている 
厚生労働省が「吃音症」と使ったために

広まり、「症」がついて病気、治療、支援の

対象と意味づけられた 病気であるかのような狭い

世界に閉じ込められた 

「吃」は、吃音以外で使わない

漢字なので、どもることが「吃

音」だと一般の人は知らない 

 

「吃音」に代わる 

吃音は、ことばが頭に思い浮かばない

わけでも、話すのが下手なわけでも、発

声・発語器官に障害があるわけでもな

い。言語障害というのはおかしい。 

ど
も
る
子
ど
も 

説明 

対話 

理解 

理解 

自らが説明し、理解を生み出していく 

自分が生きやすい

環境へ変えていく 
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心配ない 

№17どもる人の就労の実態（P56） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーションが重要な役割を

果たす職種が上位を占める。 

・学校の教諭 

・営業職や 

人と直接接する職種 

・病院の受付 

・医師や看護師 

・接客業など 

①水町教授が調査した当時、自分の人生は自分の力で切り開くのだという気概が

どもる人にあったと思うが、これが安易な方向へと流れてしまわないかが心配だ。 

（発達障害支援法に吃音が入り、障害者手帳の発行による就労支援） 

②今のどもる状態でこれからのことを考えるのではなく、できるだけ自分のしたい

仕事に就いてほしい。 

 

多くのどもる人があらゆる仕

事に就いていて、いろんな問

題にぶつかりながらも自分な

りに工夫、努力して、真摯に職

務を遂行している。 

親が、子どもの将来について

無用な取り越し苦労をする必

要はない。 

1992年、愛媛大学の

水町俊郎教授による

113名のどもる人の就

労実態調査より 

吃音を否定し、どもりたくないと思えば思うほどどもり、吃音を治そうと闘えば闘うほ

ど、自分の人生を生きることができなくなる。吃音に悩んだ多くの人々は、遅かれ早か

れ、吃音が治らない、吃音が治せない現実に向き合い、折り合いをつけて生きるように

なる。 

「子どもの生きる力」を育てていくことが、私自身のこれまでの七

十年の吃音人生を振り返り、出会ってきた人々の人生を重ね合

わせ、吃音について、さまざまな領域から学んできた結論です。 

「吃音を治す・改善する」ではなく 

吃音に悩む子どものレジリエンスを信じ 


